
　

平
成
23
年
３
月
12
日
㈯
午
前
３
時
59
分
、
栄
村
は
震

度
６
強
の
直
下
型
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
の
震
度
計
に
よ
る
と
、
本
震
発
生
か
ら
余
震
が

続
き
震
度
６
弱
２
回
、
５
弱
１
回
な
ど
含
め
て
７
時
間

で
１
３
０
回
の
揺
れ
を
記
録
し
ま
し
た
。
前
日
の
午
後

２
時
46
分
、
東
北
地
方
で
地
震
に
よ
る
前
代
未
聞
の
大

津
波
に
よ
る
悲
惨
な
映
像
が
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
か
つ

て
見
た
こ
と
の
な
い
光
景
に
驚
愕
し
、
夜
遅
く
ま
で
テ
レ

ビ
に
釘
付
け
に
な
り
就
寝
し
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
の
栄
村
は
世
帯
数
９
２
７
戸
、
人
口
２
，

３
３
０
人
で
し
た
が
、
被
害
の
な
か
っ
た
秋
山
地
区
５

集
落
（
１
２
５
世
帯
、
２
７
６
人
）
と
村
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
入
所
者
（
62
世
帯
、
63
人
）
を

除
く
26
集
落
（
７
４
０
世
帯
、
１
，
９
９
１
人
）
は
、

簡
易
水
道
が
全
て
断
水
、
農
業
集
落
排
水
、
個
人
合
併

浄
化
槽
も
水
道
が
出
な
く
使
用
不
能
の
た
め
、
午
前
11

時
に
全
員
の
避
難
指
示
を
発
令
。
余
震
が
頻
発
す
る
中
、

消
防
団
の
協
力
を
得
て
役
場
な
ど
７
箇
所
の
避
難
所
に

分
散
収
容
し
、
村
民
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳

し
い
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
避
難
指
示
解

除
ま
で
の
10
日
間
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
助
け
合
い
励

ま
し
合
い
な
が
ら
避
難
所
生
活
を
送
り
ま
し
た
が
、
村

民
同
志
の
「
絆
」
が
深
ま
り
、
お
互
い
の
心
の
通
い
合

い
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

地
震
直
後
か
ら
県
や
国
、
全
国
の
大
勢
の
皆
さ
ん
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
物
心
両
面
に
わ
た
り
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
救
援
物
資
、
多
額
の
義
援
金
、

寄
付
金
等
を
い
た
だ
き
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

心
温
ま
る
善
意
に
対
し
、
村
民
を
代
表
し
て
衷
心
か
ら

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
の
被
害
状
況
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
が
、
住
宅
、

道
路
、
農
地
、
公
共
施
設
等
は
、
地
震
か
ら
２
年
を
迎

え
、
９
割
方
復
旧
し
ま
し
た
。
今
後
は
震
災
復
興
計
画

の
基
本
目
標
で
あ
り
ま
す
「
震
災
を
の
り
こ
え
、
集
落

に
子
ど
も
の
元
気
な
声
が
響
く
村
を
」
実
現
の
た
め
に

困
難
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
民
と
と
も
に
頑
張
る

所
存
で
す
。

　

栄
村
に
と
っ
て
は
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
長
野
県

北
部
地
震
を
、
後
世
に
伝
え
風
化
さ
せ
な
い
た
め
「
栄

村
震
災
記
録
集
」
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
発
刊
に
あ

た
り
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
被
災
写
真
等
の
提
供
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
重

ね
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
全
員
に
御
礼
申

し
上
げ
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
「
緑
ゆ
た
か
な
心
の
ふ
る
さ
と
」
栄
村
が
い
つ
ま
で

も
続
く
こ
と
を
願
っ
て

平
成
25
年
２
月

栄村長

島 田 茂 樹

長 野 県 北 部 地 震

「栄村震災記録集」

発 刊 の ご 挨 拶
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そ
の
瞬と

き間
、
ま
だ
外
は
暗
闇
だ
っ
た
…

家
が
倒
壊
し
、
道
が
裂
け
、
山
が
崩
れ
た
。

村
が
揺
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
約
13
時
間
後
の

平
成
23
年
３
月
12
日
土
曜
日
、
ま
だ
夜
が
明

け
き
ら
な
い
午
前
３
時
59
分
頃
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
が
栄
村
を

襲
い
ま
し
た
。

長
野
県
北
部
地
方
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強

の
地
震
が
、
一
瞬
に
し
て
村
の
様
相
を
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

日　　時／平成23年（2011年）3月12日　3時59分頃
震　　源／長野県・新潟県県境付近
　　　　　深さ８㎞
最大震度／6強（マグニチュード6.7）
地震回数／348回（３月12日〜４月12日）
法適用等／災害救助法（３月12日）
　　　　　激甚災害指定（３月13日）
　　　　　被災者生活再建支援法（３月16日）

4
震度

5弱
5強
6弱
6強

第１章

震
災
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概
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月　日 震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 合　計
3月12日 60 42 31 14 1 2 1 151
13日 25 16 4 1 46
14日 9 8 1 18
15日 6 3 2 11
16日 9 2 11
17日 8 1 9
18日 6 3 1 10
19日 9 1 10
20日 0
21日 4 2 1 7
22日 5 3 8
23日 2 1 1 4
24日 2 1 3
25日 0
26日 2 2
27日 2 1 3
28日 2 1 3
29日 4 4
30日 1 3 1 5
31日 1 1 2

4月 1日 1 1
2日 2 1 3
3日 3 1 4
4日 1 1 2
5日 1 1
6日 0
7日 1 1
8日 1 1
9日 1 1
10日 0
11日 5 4 1 10
12日 8 4 3 1 1 17

合　計 179 101 45 18 2 0 2 1 348

●推計震度分布図
　（気象庁による）

●震度別地震回数（気象庁データベース） （単位：回）

※本文中の日付に年号がないものは、原則として平成23年を示しています。

道路に向って大きく
倒壊した家屋（横倉）

２階部分が押しつぶされ、屋根が
道路側に崩落した公民館（青倉）

5 栄村震災記録集　「絆」
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人　　的　　被　　害／死亡　３名（避難生活によるストレス・過労が原因とする災害関連死）	
　　　　　　　軽傷10名	

建　　物　　被　　害／住　家　　694棟
（全壊 33棟　大規模半壊 21棟　半壊 148棟　一部損壊 492棟） 

非住家　1,048棟
（全壊 161棟　大規模半壊 22棟　半壊 119棟　一部損壊 746棟） 

ライフライン被害／簡易水道等	 13施設	
農業集落排水	 49箇所	
合併浄化槽	 195基	
道　路	 264箇所	
河　川	 ２箇所	
治　山	 14箇所	

農　　業　　被　　害／農　地	 832箇所	
農　道	 137箇所	
水　路	 134箇所	
ため池	 ５箇所	

公共施設等被害／庁舎等
役場庁舎、駅前駐車場、消雪パイプ 

福祉・医療施設
高齢者総合福祉センター、老人福祉センター、診療所など 

学校施設（小・中学校）
校舎・プール・屋内外運動場、教員住宅３棟など 

社会教育施設等
公民館21施設、文化会館、農村広場、旧東部小学校体育館
県宝「阿部家住宅」など 

農業関係施設
堆肥センター、農林産物処理加工センターなど 

観光施設
スキー場、中条温泉「トマトの国」、物産館など 

消防施設　21箇所 
村営住宅　16棟 

孤　　立　　被　　害／３月12日
秋山地区（116世帯253人）雪崩により国道405号 通行止め
　３月12日 ９時  通行止め解除により孤立解消
小滝地区（19世帯49人）雪崩・土砂崩落により村道月岡志久見線 通行止め
　３月12日 15時  ヘリコプターで住民救助
坪野地区（13世帯29人）雪崩・土砂崩落により村道天代坪野線 通行止め
　３月12日 16時  徒歩で避難 

３月15日
秋山地区（116世帯253人）落石により国道405号 通行止め
　３月19日 17時  通行止め解除により孤立解消 

第１章

震
災
の
概
要

被
害
の
概
要

※世帯・人口は住民基本台帳の数値

土砂崩落により倒壊した清水河原スノーシェッド（県道箕作飯山線）

中条川上流で発生した土石流 地震で落ちた時計（栄小学校）

6栄村震災記録集　「絆」7 栄村震災記録集　「絆」
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第１章

震
災
の
概
要

な
ぜ
地
震
が
起
き
た
の
か

長
野
県
北
部
地
震
の
検
証

２
０
１
１
年

長
野
県
北
部
地
震
の
発
生
と

そ
の
背
景

［
図
１
］　

新
潟
県
～
長
野
県
北
部
に
お
け
る
活
断
層
の
分
布
と
地
震
活
動

［
図
２
］　

栄
村
周
辺
地
域
の
地
形
と
地
質

新潟大学
災害・復興科学研究所

卜
うら

部
べ

　厚
あつ

志
し

 准教授

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、宮
城
県
沖
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で

発
生
し
た
破
壊
は
、岩
手
県
沖
か
ら
茨

城
県
沖
に
至
る
長
さ
約
５
０
０
㎞
、幅

１
５
０
㎞
の
範
囲
に
拡
大
し
、マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
の
巨
大
地
震
と
な
り
ま
し

た
。移
動
し
た
断
層
の
面
積
が
非
常
に

大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、波
長
の
長
い
巨

大
な
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
波
長

の
長
い
津
波
は
、海
水
が
高
い
水
位
を

保
ち
続
け
る
こ
と
か
ら
、仙
台
平
野
を

は
じ
め
と
し
て
海
岸
か
ら
約
２
～
３
㎞

ま
で
の
内
陸
深
く
ま
で
津
波
が
到
達
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。岩
手
県
な
ど
の

リ
ア
ス
式
海
岸
地
域
で
も
、津
波
は
こ
れ

ま
で
の
も
の
よ
り
２
～
５
倍
以
上
の
高

さ
と
な
り
、浸
水
想
定
さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
も
多
く
の
人
命
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

シームレス地質図（産総研）に防災科学技術研究所公表の
余震分布域を加筆

　

太
平
洋
沿
岸
で
の
甚
大
な
被
害
の
実

態
が
つ
か
め
な
い
中
、３
月
12
日
午
前
３

時
59
分
、新
潟
県
と
長
野
県
の
県
境
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7
の
地
震

が
発
生
し
、新
潟
県
の
十
日
町
・
津
南
地

域
か
ら
長
野
県
北
部
の
栄
村
地
域
を
激

震
が
お
そ
い
ま
し
た
。栄
村
で
は
震
度

６
強
を
記
録
し
、広
い
範
囲
で
建
物
被

害
、斜
面
崩
壊
、道
路
の
崩
落
、雪
崩
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
長
野
県
北

部
地
震
と
約
13
時
間
前
に
太
平
洋
沖
で

発
生
し
た
巨
大
地
震
と
は
、大
き
く
関

よ
そ
30
～
50
㎞
ご
と
に
断
層
の
活
動
時

期
や
活
動
量
が
異
な
る
地
域
に
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
断
層

帯
の
一
つ
の
地
域
は
、地
震
活
動
の
最
小

単
位
と
考
え
ら
れ
、中
越
地
震
な
ど
の

地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

栄
村
地
域
で
は
、概
ね
県
境
の
志
久

見
川
を
境
と
し
て
の
地
形
や
地
質
が
異

な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。地
形
の
面
で

は
県
境
を
境
と
し
て
、河
岸
段
丘
の
分

布
（
発
達
）が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。新

潟
県
側
の
津
南
町
や
十
日
町
市
で
は
信

濃
川
、中
津
川
や
清
津
川
な
ど
が
形
成

し
た
広
大
な
段
丘
面
が
広
が
り
、段
丘

の
形
成
は
約
30
万
年
前
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。し
か
し
、長
野
県
側
で
は

信
濃
川
沿
い
に
数
万
年
前
以
降
に
形
成

さ
れ
た
狭
い
段
丘
地
形
の
み
が
み
ら
れ

ま
す
。ま
た
、丘
陵
を
構
成
し
て
い
る
約

１
０
０
～
２
０
０
万
年
前
の
魚
沼
層

群
と
呼
ば
れ
る
地
層
も
、県
境
を
境
と

し
て
新
潟
県
側
は
河
川
や
海
で
堆
積
し

た
礫
・
砂
・
泥
の
地
層
（
堆
積
岩
）が

分
布
す
る
の
に
対
し
て
、長
野
県
側
は

溶
岩
な
ど
の
火
山
岩
が
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。火
山
活
動
は
地
震
活
動
と
同

様
に
深
部
の
地
下
構
造
の
境
界
（
断

層
）に
起
因
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、県

境
の
志
久
見
川
付
近
は
、約
１
０
０
～

連
し
て
い
た
こ
と
が
後
に
わ
か
り
ま
し

た
。こ
の
説
明
の
前
に
、ま
ず
は
、新
潟
県

か
ら
長
野
県
北
部
に
か
け
て
の
地
震
環

境
の
全
体
像
と
、新
潟
・
長
野
県
境
付
近

の
地
質
構
造
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
海
の
東
縁
部
の
北
海
道
か
ら
青

森
、秋
田
、山
形
県
に
か
け
て
の
海
域
で

は
、沖
合
に
活
断
層
帯
が
連
続
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。近
代
で
も
こ

の
活
断
層
帯
の
中
で
、１
９
９
３
年
北

海
道
南
西
沖
地
震
、１
８
８
３
年
日
本

海
中
部
地
震
、１
９
６
４
年
新
潟
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
活
断
層
帯
は
、

新
潟
県
か
ら
長
野
県
北
部
の
内
陸
部
に

か
け
て
、平
野
と
丘
陵
部
の
地
形
境
界

な
ど
に
位
置
す
る
陸
域
の
活
断
層
と
し

て
連
続
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、新
潟

平
野
か
ら
長
岡
市
、十
日
町
市
、津
南
町
、

長
野
県
の
飯
山
市
、長
野
市
に
至
る
信

濃
川
流
域
で
は
多
く
の
活
断
層
が
分
布

し
、「
信
濃
川
地
震
帯
」と
称
さ
れ
地
震

活
動
が
活
発
な
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
１
）。こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、近
世
以

降
１
８
２
８
年
三
条
地
震
、２
０
０
４

年
中
越
地
震
、１
８
４
７
年
善
光
寺
地

震
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。栄
村
も
信

濃
川
沿
い
の
活
断
層
帯
に
位
置
し
て
い

ま
す
。な
お
、こ
れ
ら
の
断
層
帯
は
す
べ

て
一
様
に
活
動
す
る
わ
け
で
は
な
く
、お
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